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第27期
沖縄県中小企業家同友会

同友会大学入学のご案内

お申し込みフォーム -----------------------------------------------
FAX 098(859)6208 

同友会大学理念
「私たちは、科学性、社会性、人間性に裏打ちされた知性と感性を持ち、自
主的、創造的に共に学ぶことによって、絶えず成長する人間を目指します」

第２７期の特徴
➢ 第２６期から、通期・前期・後期受講の選択肢が広がりました。１講義だけの受講も可能。
➢ 第一線で活躍する専門家やプロの講師陣。復帰５０年を意識したカリキュラム。
➢ 第１講（記念講演）は国立劇場おきなわで、風格ある組踊の世界を堪能します。
➢ ココでしか聞けない講師の本音トークが飛びだす臨場感を会場で！
➢ ZOOM併用で遠隔の参加も可能（ネット環境等により不可の場合もあります）
➢ 経営者同士の本音のグループ討論で学びを深めます。

募集要項
①対 象：原則としてまず会員(経営者)が受講。同友会会員および経営幹部(候補含)。
②受講料：通期申込(前期・後期) ４５，０００円

前期のみ ３０，０００円 後期のみ２５，０００円
１講義のみ ５，０００円

③日 程：裏面日程参照
④定 員：３０名
⑤申込方法：下記にご記入の上事務局へFAXもしくは、e-doyuの出欠回答へ必要事項を入力し

お申込み下さい。（IDとPWが分からない方は事務局へお問合せ下さい）
⑥募集締切：一括・前期 ６月１５日（水） 後期 ９月３０日（木）

会 場
○国立組踊劇場おきなわ(７/２(土)のみ）※７/２入学式は感染症対策の為「結の街」にて開催します。
○沖縄県産業支援センター ○東村つつじエコパーク(７/１６(土)のみ)
○平和祈念資料館(１１/２６(土)のみ）

卒業資格 ※詳細は入学式にて説明します。

○前期・後期１３講を通して８講以上の出席。毎講義レポートならびに卒業論文の提出。
○卒業特典：全卒業生は割引価格（単講２，０００円）で受講可能。第２６期はＰＡ参加ＯＫ

○私たちは沖縄という土地で仕事や生活をさせて頂いているのに、足元のことをまだまだ知らな
さすぎる。今回の受講で「学びたい意欲がさらに高まった」「私たちの仕事を通してできるこ
とがもっとある」「今後必要なことが何なのか理解が深まった」（第２６期卒業生）
○あらためて「学ぶこと」の大切さを確認した。ただ学んで聞いて終わるのではなく興味を持っ
たことを深掘りして知識にし、自分なりに考えること。それが自分という木の大きな幹に
なると思う。またそれは経営センスにつながると思う（第２６期卒業生）

受講者の声

ふりがな

氏名 会社名 役 職

メール
アドレス 携帯番号 通期(全講)／前期／後期

受講にあたって

学びたい事など

※講師の資料やニュース配信はメールで行います。緊急の連絡先として携帯番号の記入をお願いします。

今回も平日
開催を基本
にします

第２７期同友会大学

ＴＥＬ ０９８（８５９）６２０５ メール doyu@okinawa.doyu.jp



同友会大学の理念・趣旨

「私たちは、科学性、社会性、人間性に裏打ちされた知性と感性を持
ち、自主的、創造的に、共に学ぶことによって、絶えず成長する人間を
めざします」が同友会大学の理念です。

同友会大学で学ぶことは、企業や経営者自身が、今かかえている課
題を解決することと併せて、具体的な問題を解決するための基礎的、
総合的な力を向上させ、より広い視野で時代の変化を読み取る大局観
を養うことを目的としています。そして、共に学んだ同期生が自主的な、
相互啓発グループとなり、切磋琢磨して共に指導力・共育力・人間力を
高め、自分自身の器を大きくしていくことを目指しています。

前期カリキュラム・日程（２０２２年７月～８月）

沖縄県中小企業家同友会

＊諸般の事情により、講師や内容、日程が
変更する場合があります。

2022年５月現在

※第１講（７／２）、第２講・第３講（７／１６）土曜日開催です。

一、学長あいさつ 一、講義のすすめ方 一、受講生の心得 など入学式 ７月２日（土）１３：３０～１４：４５

１ 沖縄学 ２ 人間科学 ３ 人間科学 ４ 沖縄学

小さな島の
大きな文化

「組踊」伝承者・沖縄県立芸
術大学講師 神谷武史氏

組踊の舞台はこうして作られる！
300年以上続く沖縄の伝統芸能
の魅力と舞台裏と所作をわかりや
すく解説します。

地域資源の
付加価値を高める地域づくり

(公社)沖縄県地域振興協
会・地域振興専門アドバイ
ザー 山城定雄氏

何もないふるさとを宝の山に変え
た男。地域が元気になることを追
求。世の中の見え方が変わる。

ＰＡ体験

参加者の自主性や協調性を
養う野外活動を中心としたＰ
Ａ（プ ロ ジ ェ ク ト ア ド ベ ン
チャー）体験です。

学校や企業での活用が広がってい
ます。
第３講終了後、ＢＢＱ懇親会。
（ＰＡ棟で宿泊します）

多文化共生社会にみる
沖縄の先進性と未来
～世界のウチナーンチュをめぐって～

琉球大学名誉教授・国際言語文

化センター 金城宏幸氏
異なる文化圏（国々）に生活するウチ
ナーンチュが、地理的・言語文化的な障
壁を乗り越えてネットワークを構築・編成
されていく「世界のウチナーンチュ」という越
境的社会空間の様態を提示し、その可
能性を考察します。

7月2日(土)15:00-16:30 7月16日(土)10:00-13:00 7月16日(土)14:00-17:00 ７月2８日(木)15:00-18:00

５ 沖縄学 ６ 沖縄学 ７ 人間科学 第１講は国立劇場で
特別講演！

組踊は1972年に国指定重要無形文
化財に、2010年にユネスコの人類の無
形文化遺産の代表的な一覧表に登録
されました。
同友会大学では、神谷氏が組踊の衣
装やメイクを舞台で紹介し鑑賞の楽しみ
方を解説。ご家族やご友人、社員さんを
お誘いの上参加ください。

沖縄から見える
歴史風景

沖縄歴史教育研究会・沖縄
大学客員教授 新城俊昭氏
「なぜ？」こそ知識の始まり。見る角度
で真逆に映る琉球・沖縄の史実研究
がいま明かされる。
『教養講座 琉球・沖縄史』著者

琉球の歴史
王国時代のリーダー像

琉球大学 名誉教授
高良倉吉氏
450年に及ぶ琉球王国の歴史をささ
えたリーダー像とは。羽地朝秀や蔡温、
玉城朝薫ら先人たちの戦略やリー
ダー像に現代を生き抜くヒントが。

沖縄の貧困問題

沖縄大学福祉文化学科

教授 島村聡氏
統計分析から見えてくる沖縄の構
造。子どもの貧困と言われるが、実
は大人の貧困。長引く「感染症」
の影響は？解決するためにどう行
動すればよいのか。

8月4日(木)15:00-18:00 8月18日(木)15:00-18:00 8月25日(木)15:00-18:00

８ 沖縄学 ９ 人間科学 10 人間科学 11 政治経済

文化を基調とした地域
おこし～老いも若きも未来の宝～

南島詩人 平田大一氏

子供達と共に現代版組踊『肝高の阿
麻和利』を作り上げ、「KBG84」は高齢
者が主役の地域おこしに貢献。エイサー

の定番「ミルクムナリ」を手掛けました。

変わりゆく沖縄の海

しかたに自然案内 代表
鹿谷麻夕氏

沖縄の海の環境はどう変わってきたので
しょう？美しい海を次世代に残すために、
私たちには何ができるでしょう？海から
見える環境問題を共に考えます。

懸命に生きる人々
～日本人こそ学んで欲しい～

アジア支援機構 代表理事
池間哲郎氏

東南アジア中心に支援に取り組む。
過酷な状況下で懸命に生きる人々
を通して「人としての在り方」「どんな
時代でも力強く生きる」とは。

世界・日本・沖縄の
経済動向

日本銀行那覇支店
支店長 飯島浩太氏

世界、日本、沖縄のａｆｔｅｒ／
ｗｉｔｈコロナを考え、世界の潮流
を知って新しい時代に備えよう。

10月７日(金)15:00-18:00 10月14日(金)15:00-18:00 10月21日(金)15:00-18:00 10月28日(金)15:00-18:00

１２ 沖縄学 1３ 沖縄学

そのうちなーぐち
お客様に失礼かも！？

沖縄大学地域研究所研究員・元
沖縄キリスト教学院大学非常勤講

師 比嘉光龍(バイロン)氏
うちなーぐちが聞けない、話せない世代
が増えるなか、ウチナーんちゅの誇りを話
してみませんか。方言札世代必見です。

うちな～ぬ肝心
～琉球の歴史と先人たちの生
き方から学ぶ～

てぃーだ観光(株)取締役・スー
パーバスガイド 崎原真弓氏
住民を巻き込んだ国内唯一の地上戦。
平和にこそ繁栄と自由があります。講
話と礎を巡り、平和の尊さを学びます。

11月11日(金)15:00-18:00 11月26日(土)13:30-15:50

後期カリキュラム・日程（２０２２年１０月～１１月）※第１３講（１１／２６）は土曜日開催です。

～本土復帰５０年、節目を迎えた２０２２年～


